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やまおか みつはる（山岡光治） 

1945年 神奈川県横須賀市生まれ 

1947年 北海道歌志内市に移る 

1963年 美唄工業高校を卒業 

1996年 国土地理院に入所 

1996年 企画部情報システム課長 

1999年 主任監査官 

2000年 中部地方測量部長 

2001年 国土地理院を退職、 

2001年 株式会社ゼンリン入社 制作本部部長 

2005年 同社を退職 、2005年 「オフィス 地図豆」店主となる 

茨城県牛久市在住  

 

著 作 

 「訪ねてみたい 地図測量史跡」古今書院（1996年12月） 

 「地図の歳時記」筑波書林（1998年3月） 

 「地図測量史跡を巡る」リプロ（2000年6月） 

 「伊能忠敬 豆辞典」リプロ（2000年11月） 

 「伊能忠敬 豆辞典」自費（再版） （2004年2月） 

 「間宮林蔵 豆辞典」 自費 （2004年10月） 

 「シーボルト 豆辞典」自費 （2004年10月） 

 「地図豆（GLOBE-BEANS）」自費 （2005年9月） 

  「地図に訊け！」筑摩書房（2007年6月） 

 

おもしろ地図と測量のページ：http://www5a.biglobe.ne.jp/~kaempfer/ 
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